
山
梨
県
公
報
　
　
第
百
三
十
一
号
　
　
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

四
九
一



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
三
十
一
号
　
　
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

四
九
二



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
三
十
一
号
　
　
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

四
九
三



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
三
十
一
号
　
　
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

四
九
四



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
三
十
一
号
　
　
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

四
九
五

◉　

令
和
元
年
度
に
お
け
る
人
事
委
員
会
の
業
務
の
状
況
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
五
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
人
事
委
員
会
か
ら
令
和
元
年
度
に
お
け
る
人
事
委
員
会
の
業
務
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
三
十
一
号
　
　
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

四
九
六



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
三
十
一
号
　
　
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

四
九
七



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
三
十
一
号
　
　
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

四
九
八



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
三
十
一
号
　
　
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

四
九
九



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
三
十
一
号
　
　
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

五
〇
〇



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
三
十
一
号
　
　
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

五
〇
一



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
三
十
一
号
　
　
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

五
〇
二

◉　

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称　

南
部
町

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期　

平
成
二
十
七
年
四
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

成
果
の
名
称　

地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域　

南
巨
摩
郡
南
部
町
大
字
万
沢
の
一
部

五　

認
証
年
月
日　

令
和
二
年
九
月
十
七
日

◉　

換
地
処
分
の
実
施

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
（
落
合
・
湯
沢
地
区
西
新
居
工
区
）
の
換
地
処
分
を
令
和
二
年
八
月
二
十

七
日
実
施
し
た
。

令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

◉　

公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
南
ア
ル
プ
ス
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

測
量
の
種
類　

公
共
測
量
（
農
道
台
帳
作
成
）

二　

測
量
の
地
域　

南
ア
ル
プ
ス
市
の
一
部

三　

測
量
の
期
間　

令
和
二
年
九
月
二
日
か
ら
令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
ま
で

企　

業　

局

山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
七
号

西
山
ダ
ム
操
作
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

山
梨
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

井　
　

出　
　
　
　
　

仁

◉　

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称　

市
川
三
郷
町

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期　

平
成
三
十
年
六
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

成
果
の
名
称　

地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域　

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
大
字
大
塚
の
一
部

五　

認
証
年
月
日　

令
和
二
年
九
月
十
七
日

◉　

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称　

富
士
川
町

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期　

平
成
十
年
七
月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
一
日
ま
で

三　

成
果
の
名
称　

地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域　

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
大
字
鰍
沢
の
一
部

五　

認
証
年
月
日　

令
和
二
年
九
月
十
七
日

◉　

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称　

身
延
町

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期　

平
成
十
八
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

成
果
の
名
称　

地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域　

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
字
梅
平
の
一
部

五　

認
証
年
月
日　

令
和
二
年
九
月
十
七
日



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
三
十
一
号
　
　
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

五
〇
三

第
二
章
第
一
節
中
第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
第
二
十
二
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と

す
る
。

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
維
持
放
流
の
方
法
）

第
十
二
条
　
維
持
放
流
量
（
〇
・
五
四
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
秒
）
は
原
則
、
ダ
ム
右
岸
に
位
置
す
る
維
持

放
流
設
備
よ
り
放
流
す
る
も
の
と
す
る
。
維
持
放
流
設
備
の
機
能
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
ダ
ム

の
流
芥か
い

路
ゲ
ー
ト
又
は
洪
水
吐
ゲ
ー
ト
を
操
作
し
、
放
流
量
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
1
中
「
第
14
条
第
1
項
」
を
「
第
15
条
第
1
項
」
に
、
「
第
19
条
第
1
項
」
を
「
第
20
条
」

に
、
「
第
20
条
第
4
号
」
を
「
第
21
条
第
4
号
」
に
、
同
表
⑴
の
項
中
「
東
京
電
力
株
式
会
社　

山
梨

支
店
長
」
を
「
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
」
に
、
「
山
梨
給
電
所
」
を
「
駒
橋
事
業

所
」
に
改
め
る
。

別
表
第
2
中
「
第
15
条
第
2
項
」
を
「
第
16
条
第
2
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
3
中
「
第
17
条
第
1
項
」
を
「
第
18
条
第
1
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
4
中
「
第
17
条
第
2
項
」
を
「
第
18
条
第
2
項
」
に
改
め
る
。

別
図
中
「
第
12
条
」
を
「
第
13
条
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
五
号

山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

教
育
長　
　

斉　
　

木　
　

邦　
　

彦

山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
五
節　

担
当
の
設
置
（
第
二
十
条
）

目
次
中
「
第
五
節　

担
当
の
設
置
（
第
二
十
条
）
」
を

第
六
節　

組
織
等
の
特
例
（
第
二
十
条

　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

の
二
）
」

西
山
ダ
ム
操
作
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

西
山
ダ
ム
操
作
規
程
（
平
成
二
十
七
年
山
梨
県
企
業
局
管
理
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
、
「
第
十
四
条

－

第
十
九
条
」
を
「
第
十
五
条

－

第
二

十
条
」
に
、
「
第
二
十
条

－

第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
一
条

－

第
二
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
号
中
ヘ
を
ト
と
し
、
同
号
ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ　

維
持
放
流
設
備

⑴　

設
備
の
規
模
及
び
数　

直
径
〇
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
及
び
〇
・
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
も
の
一
式

第
三
条
第
二
号
ニ
中
「
（
異
常
洪
水
位
）
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四　

維
持
放
流
量　

〇
・
五
四
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
秒

第
十
一
条
第
三
号
中
「
第
二
十
一
条
第
二
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
二
号
」
に
、
「
第
二
十
二
条
第

一
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
号
」
に
、
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
第
五

号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五　

維
持
放
流
設
備
の
機
能
が
停
止
し
、
維
持
流
量
の
放
流
が
不
可
能
と
な
っ
た
と
き
。

第
二
十
三
条
中
「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
中
「
第
二
十
条
第
三
号
」
を
「
第
二
十
一
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条

と
す
る
。

第
二
十
一
条
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
三
章
中
第
二
十
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第
二
章
第
二
節
中
第
十
九
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十

八
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
十
七
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
六
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ま
た
、
維
持
放
流
に
つ
い
て
、
放
流
経
路
を
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
第
六
号
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条

と
す
る
。

第
十
五
条
を
第
十
六
条
と
し
、
第
二
章
第
二
節
中
第
十
四
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
三
条
第
二
項
中
「
流
芥か
い

路
ゲ
ー
ト
が
全
開
し
た
後
に
」
を
「
そ
の
後
に
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

3　

ダ
ム
の
洪
水
吐
か
ら
放
流
す
る
場
合
の
ゲ
ー
ト
の
操
作
順
序
は
、
第
三
号
ゲ
ー
ト
、
第
二
号
ゲ
ー

ト
、
第
一
号
ゲ
ー
ト
の
順
に
開
き
、
以
降
同
様
の
順
序
で
操
作
を
繰
り
返
す
も
の
と
す
る
。
開
か
れ

た
ゲ
ー
ト
を
閉
じ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
開
い
た
順
序
の
逆
の
順
序
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

調
整
池
や
排
砂
路
の
管
理
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
第
二
号
ゲ
ー
ト
、
第
一
号
ゲ
ー
ト
、
第

三
号
ゲ
ー
ト
の
順
又
は
第
一
号
ゲ
ー
ト
、
第
三
号
ゲ
ー
ト
、
第
二
号
ゲ
ー
ト
の
順
に
開
け
る
も
の
と

し
、
以
降
同
様
の
順
序
で
操
作
を
繰
り
返
す
も
の
と
す
る
。
開
か
れ
た
ゲ
ー
ト
を
閉
じ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
開
い
た
順
序
の
逆
の
順
序
に
よ
る
も
の
と
す
る
。



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
三
十
一
号
　
　
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

五
〇
四

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

県

立

学

校

山
梨
県
教
育
委
員
会
事
務
局
及
び
山
梨
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関
の
職
員
の
駐
在

に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

教
育
長　
　

斉　
　

木　
　

邦　
　

彦

山
梨
県
教
育
委
員
会
事
務
局
及
び
山
梨
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関
の
職
員
の

駐
在
に
関
す
る
規
程

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
訓
令
は
、
山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七

号
）
第
二
十
条
の
二
、
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員

会
規
則
第
九
号
）
第
三
条
、
山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則

第
三
号
）
第
十
二
条
の
二
及
び
山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規

則
第
四
号
）
第
十
三
条
の
二
に
基
づ
く
職
員
の
駐
在
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
駐
在
処
理
事
務
及
び
駐
在
場
所
等
）

第
二
条
　
職
員
を
駐
在
さ
せ
て
処
理
さ
せ
る
事
務
（
以
下
「
駐
在
処
理
事
務
」
と
い
う
。
）
並
び
に
駐

在
さ
せ
る
職
員
（
以
下
「
駐
在
職
員
」
と
い
う
。
）
の
所
属
す
る
事
務
局
の
課
若
し
く
は
事
務
所
又

は
教
育
機
関
（
以
下
「
所
属
機
関
」
と
い
う
。
）
及
び
駐
在
場
所
は
、
別
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す

る
。

（
駐
在
の
命
令
等
）

第
三
条
　
職
員
を
駐
在
さ
せ
る
命
令
（
駐
在
を
解
除
す
る
命
令
を
含
む
。
）
は
、
当
該
職
員
の
所
属
す

る
所
属
機
関
の
長
が
発
す
る
。

2　

前
項
の
命
令
を
発
し
た
所
属
機
関
の
長
は
、
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

1　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
一
の
項
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
十

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2　

本
則
及
び
別
表
二
の
項
か
ら
五
の
項
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

別
表
（
第
二
条
関
係
）

駐
在
職
員
の
所
属
機
関

駐
在
処
理
事
務

駐
在
場
所

一　

教
育
庁
義
務
教
育
課
幼
児
教
育
の
一
体
的
な
推
進
に
関
す
る
業
務
甲
府
市
武
田
四
丁
目

二　

教
育
庁
生
涯
学
習
課
子
育
て
な
ど
に
関
す
る
相
談
業
務

甲
府
市
朝
気
一
丁
目

三　

中
北
教
育
事
務
所

甲
府
市
立
小
学
校
・
中
学
校
に
お
け
る
教
育

課
程
、
学
習
指
導
そ
の
他
学
校
教
育
に
関
す

る
専
門
的
事
項
の
指
導
に
関
す
る
業
務

甲
府
市
丸
の
内
一
丁

目

四　

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
不
登
校
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
指
導
に
関
す

る
業
務

笛
吹
市
石
和
町
市
部

五　

笛
吹
高
等
学
校

農
場
管
理
に
関
す
る
業
務

笛
吹
市
石
和
町
中
川

第
二
章
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

　
　

第
六
節　

組
織
等
の
特
例

（
職
員
の
駐
在
）

第
二
十
条
の
二　

特
別
の
事
務
で
、
こ
の
規
則
で
定
め
る
組
織
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
が
適
当
で
な

い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
所
要
の
地
に
職
員
を
駐
在
さ

せ
て
処
理
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
及
び
第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
組
織
等
の
特
例
）

第
三
条　

特
別
の
事
務
で
、
こ
の
規
則
で
定
め
る
組
織
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認

め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
所
要
の
地
に
職
員
を
駐
在
さ
せ
て
処

理
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条　

削
除

（
山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
職
員
の
駐
在
）

第
十
二
条
の
二　

特
別
の
事
務
で
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
所
要
の
地
に
職
員
を
駐
在
さ
せ
て
処
理
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
二　

特
別
の
事
務
で
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
所
要
の
地
に
職
員
を
駐
在
さ
せ
て
処
理
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
六
号

庁

中

一

般

教　

育　

事　

務　

所
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駐
在
職
員
の
所
属
機
関

駐
在
処
理
事
務

駐
在
場
所

一　

教
育
庁
義
務
教
育
課
幼
児
教
育
の
一
体
的
な
推
進
に
関
す
る
業
務
甲
府
市
武
田
四
丁
目

二　

教
育
庁
生
涯
学
習
課
子
育
て
な
ど
に
関
す
る
相
談
業
務

甲
府
市
朝
気
一
丁
目

三　

中
北
教
育
事
務
所

甲
府
市
立
小
学
校
・
中
学
校
に
お
け
る
教
育

課
程
、
学
習
指
導
そ
の
他
学
校
教
育
に
関
す

る
専
門
的
事
項
の
指
導
に
関
す
る
業
務

甲
府
市
丸
の
内
一
丁

目

四　

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
不
登
校
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
指
導
に
関
す

る
業
務

笛
吹
市
石
和
町
市
部

五　

笛
吹
高
等
学
校

農
場
管
理
に
関
す
る
業
務

笛
吹
市
石
和
町
中
川



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
百
三
十
一
号
　
　
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

五
〇
六


